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簡易型液体シンチレーションカウンタの開発 

Development of simplified liquid scintillation counter 

 

日立アロカメディカル株式会社*1       ○加藤結花*1、古澤孝良*1、荻原 清*1 

(KATO, Yuka;  FURUSAWA, Takayoshi; OGIWARA, Kiyoshi) 

 

１．はじめに 

液体シンチレーションカウンタは、トリチウムや放射性炭素など低エネルギーβ線の測定に

おいて高い感度を有し、生命科学や環境測定など幅広い分野で使用されている汎用的な装置で

ある。近年、福島原子力発電所事故関連の汚染水測定や鉱泉分析法指針の改定によるラドン測

定など可搬型の液体シンチレーションカウンタの需要が望まれるようになってきている。しか

し、低バックグラウンド実現のため鉛遮蔽（鉛シールド）を施していること、多サンプル自動

搬送・交換機構を有することから容易に持ち運びすることのできない据え置きタイプが主流で

ある。そこで、持ち運び可能な簡易型液体シンチレーションカウンタを試作し、性能評価を実

施したので報告する。 

２．実験方法 

 検出器は Fig.1 に示すように試料室を中心に二つの

10mmφの光電子増倍管（PMT）を対向配置した。試料

室は外径 16.8mmφまでのミニバイアルをマニュアル操

作にて収納できる構造とした。測定部は弊社製サーベイ

メータの計測部を利用し測定可能な全エネルギー範囲と

し、二つの PMT からの同時計数を計測した。カウンタの

基本性能の確認は、液体シンチレーションカウンタ用の

ミニバイアル 3H、14C 標準試料（日本アイソトープ協会

製）を用いた。塩水試料の全量は 3mL とし、塩水 1.5mL

とシンチレータ 1.5mL と混和し含水率 50％にて測定を

行った。 

３．結果および考察 

 標準試料を用いた基本性能試験では、計数効率が 3H：22.8％、14C：81.9％、バックグラウ

ンドは、57.4cpm で、検出限界は、約 0.4Bq/mL（測定時間 5min）であった。海水中のトリチ

ウムの直接測定を想定し、塩分濃度 6000ppm 程度の塩水試料を測定した場合は、計数効率（3H）

8%、バックグラウンド 64.0cpm で、検出限界は約 2.2Bq/mL（測定時間 5min）であった。以

上の結果は鉛遮蔽無しかつ測定ウィンドウを設けない全計数による結果である。本報では最適

な鉛遮蔽適用による低バックラウンド化、多チャンネル波高分析器採用による高機能化を図っ

た結果も合わせて発表する。多チャンネル波高分析器を搭載すると、鉱泉分析法指針（平成 26

年改訂）記載の積分計数法が可能になる。更に、測定時間、サンプル量、鉛遮蔽、その他測定

条件を最適化することにより同指針記載の簡易型液体シンチレーションカウンタを用いる場合

の目安である分析目標値 7.4Bq/L 以下の検出限界性能を目指し、鉱泉中のラドンの定量への適

用について検討したので報告する。 

*1 Hitachi Aloka Medical, Ltd. 
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